
 

ePOS-Device システム更新パッケージのインストール方法について 

 

1. はじめに 

1.1. 適用 

本書は、TM-T88VI-DT2、または TM-T70II-DT2（以下、TM-DT）に搭載された ePOS-Device システ

ムを Ver.5.70 へ更新するための手順に適用します。 

 

2. 更新パッケージのインストール手順 

2.1. 注意事項 

・ 更新パッケージを適用すると WebConfig パスワードが変更されることがあります。必ず同梱された

「パスワードについての重要なお知らせ.txt」をご確認ください。 

・ 更新パッケージを使用する前に使用許諾を慎重にお読みください。 

・ 更新パッケージのインストール作業中は、ePOS-Device を使用するアプリケーション操作や、

WebConfig による設定変更など、インストール作業以外での TM-DT へのアクセスを行わないでく

ださい。 

 

2.2. インストール手順 

更新パッケージは、以下の２つの方法でインストールすることができます。 

・ 更新パッケージをコピーした USB メモリを、TM-DT に挿す方法。 

・ Web ブラウザーで TM-DT にアクセスし、更新パッケージをアップロードする方法。 

各インストール方法の手順の詳細は 2.2.1 項、または 2.2.2 項を参照してください。 

 

2.2.1. USB メモリによるインストール方法 

以下の手順に従い、更新パッケージをインストールしてください。 

(1) 設定ファイル(setting.ini)をテキストエディターで開き、「Password」の値を変更します。 

「Password」は、TM-DT の WebConfig で設定変更を行う際に求められるパスワードです。 

パスワードの初期設定値は、ePOS-Device システムのバージョンによって異なります。 

・ “epson”（Ver.5.03 より前） 

・ 製品のシリアルナンバー（10 文字の英数字、大文字／小文字を区別する）（Ver.5.03 以降） 

例）setting.ini ファイル 

 

 

 

 

 

[Password] 

Password=epson 

 

[WebServiceUpdate] 

AppliedLocalFile=ESUP-SYS570W.bin 



 

(2) 更新パッケージ(ESUP-SYS570W.bin)、および設定ファイル(setting.ini)を USB メモリのルートフ

ォルダにコピーします。 

(3) TM-DT にロール紙を入れます。 

(4) TM-DT の電源を入れ、Status LED (オレンジ色)の点滅が消灯したこと（起動が完了したこと）を確

認します。 

(5) USB メモリを、TM-DT 背面の USB ポートに挿入します。更新処理が開始され、Status LED が点滅

します。 

(6) しばらく待つと、Status LED の点滅が消灯し、TM-DT の状態がレシートに印字されます。 

(7) レシートに印字されたバージョン情報（<General Information>の Software の項目）が、“5.70”

になっていることを確認します。 

 

2.2.2. Web ブラウザーによるインストール方法 

以下の手順に従い、更新パッケージをインストールしてください。 

(1) TM-DT の電源を入れます。 

(2) TM-DT と、クライアント PC をネットワーク接続します。 

※ 更新作業を TM-DT にログインして行う場合は、TM-DT にモニター、キーボード、マウスを接続

した上で電源を入れてから、ログインしてください。 

(3) クライアント PC で Web ブラウザーを起動し、http://xxxxx/webconfig/ にアクセスします。 

“xxxxx”は、TM-DT の IP アドレスです。TM-DT 上で作業を行う場合は”localhost”と指定することも

できます。 

(4) WebConfig の左側メニュー「管理設定」-「Web サービス機能の更新」をクリックします。 

(5) 「ローカルファイルを指定する」を選択し、「参照」ボタンを押し、ファイルの選択ダイアログを表

示させます。 

(6) 更新パッケージ(ESUP-SYS570W.bin)を選択し、「開く」ボタンを押します。 

(7) 「更新ファイルの適用」ボタンを押し、表示された確認メッセージボックスの「OK」を押します。 

(8) しばらく待つと、「再起動が完了しました。」、または「更新ファイルの適用が完了しました。」と表示

されます。 

(9) WebConfig のページを再読み込みし、WebConfig の上部にある”About”をクリックします。 

(10) 表示されたバージョン情報が、”Version 5.70”と表示されていることを確認します。 

  

http://xxxxx/webconfig/


 

更新履歴 

Version 5.70 

・ 証明書自動更新機能に対応しました。 

 

Version 5.60 

・ ePOS-Device サービスのデバイス制御プログラムで新しい種類の決済端末に対応しました。 

 

Version 5.50 

・ ePOS-Device サービスのデバイス制御プログラムで決済端末の制御を改善しました。 

 

Version 5.40 

・ ネットワークプリンターをシリーズ毎に登録できるよう対応しました。 

 

Version 5.30 

・ ePOS-Device サービスのデバイス制御プログラムで新しい種類の決済端末に対応しました。 

・ WebConfig で発行する自己署名証明書の有効期限を 10 年に変更しました。 

・ ユーティリティから電子ジャーナルやクーポン機能を有効にすると、プリンターと通信できなくなる問題に対応しま

した。 

 

Version 5.20 

・ デバイス制御スクリプトで自動釣銭機の預り金が返却されない場合がある問題に対応しました。 

・ デバイス制御スクリプトで自動釣銭機のキャッシュドロアーを開いた実行結果が通知されない問題に対応しました。 

・ デバイス制御スクリプトで自動釣銭機の制御の処理が止まる問題に対応しました。 

 

Version 5.11 

・ デバイス制御スクリプトでデバイスデータ通知機能が動作しない現象に対応しました。 

 

Version 5.10 

・ ePOS-Device サービスが DM-D70 をサポートしました。 

・ ePOS-Device サービスのデバイス制御プログラムで新しい種類の決済端末に対応しました。 

・ WebConfig で発行する自己署名証明書の有効期限を 13 ヶ月に変更しました。 

 

Version 5.04 

・ ePOS-Print XML を利用してイメージデータを印刷したときに、<position>タグによる位置指定が作用しない現象に

対応しました。 

 

Version 5.03 



 

・ ePOS-Print XML を利用してイメージデータを印刷したときに、イメージデータの一部が横方向にずれる現象に対応

しました。 

・ セキュリティー向上のため、WebConfig のパスワードの初期設定値を、製品のシリアルナンバーに変更しました。 

 

 

 

Version 5.02 

・ ePOS-Device サービスが、サービス起動時に設定ファイルを検証し、問題があればバックアップファイルと置き換

える処理を追加しました。 

 

Version 5.01 

・ デバイス制御プログラムが、クライアントから送信される要求を処理しない現象に対応しました。 

・ デバイス制御プログラムが、ePOS SDK から送信される決済端末の決済処理に対し、処理結果を通知しない現象に対

応しました。 

・ ePOS-Device サービスが、仕様に準拠しないデータを受信すると、動作を停止する現象に対応しました。 

・ 「IP アドレス印刷」機能が、IP アドレスの取得時以外に印刷する現象に対応しました。 

 

Version 5.00 初版 
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